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は
じ
め
に

　
一
、
延
壽
文
の
展
開

　
　
一
─
一
、
延
壽
文
成
立
以
前

　
　
一
─
二
、
延
壽
文
の
成
立

　
　
一
─
三
、
延
壽
文
の
例
外

　
二
、
主
要
モ
チ
ー
フ
の
翻
案
と
解
釈

　
　
二
─
一
、
桃
（
仙
桃
）
文
に
つ
い
て

　
　
二
─
二
、
霊
芝
文
に
つ
い
て

　
　
二
─
三
、
青
海
波
文
に
つ
い
て

　
　
　
ま
と
め

　
　
は
じ
め
に

　
板
谷
波
山
（
一
八
七
二
─
一
九
六
三
）
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
陶
芸
家

と
し
て
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
す
る
な
ど
、
近
現
代
陶
芸
を
牽
引
し
た
作
家
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
日
本
の
陶
磁
史
に
お
い
て
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現
・

板
谷
波
山
の
動
植
物
意
匠
　

─
─
　「
延
壽
文
」
と
吉
祥
図
の
翻
案
を
中
心
に

髙
　木
　大
　輔

東
京
藝
術
大
学
）
に
学
ん
だ
陶
磁
作
家
の
登
場
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
職
人
に
よ
る
仕

事
で
あ
っ
た
陶
磁
を
芸
術
へ
と
転
換
さ
せ
た
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
そ
の
作
風
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
動
植
物
に
よ
る
文
様
の
意
匠
は
古

今
東
西
の
古
陶
磁
・
美
術
作
品
に
学
び
つ
つ
、
波
山
独
自
の
世
界
を
構
築
し
て
い
る

と
評
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
末
の
西
欧
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
や
、
日
本
、
中

国
、
中
近
東
の
古
陶
磁
な
ど
様
々
な
地
域
・
時
代
に
渡
る
美
術
か
ら
の
学
習
は
、
波

山
研
究
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
を
強
く
想

起
さ
せ
つ
つ
も
、
そ
の
学
習
の
枠
に
収
ま
り
き
ら
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
［
註
1
］。

ま
た
抽
象
的
な
図
案
の
み
な
ら
ず
、
身
近
な
植
物
や
モ
チ
ー
フ
を
写
生
し
、
そ
の
生

命
力
を
そ
の
ま
ま
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
波
山
芸
術
の
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
。

　
本
論
考
で
は
こ
の
動
植
物
意
匠
の
う
ち
、
波
山
自
ら
が
作
品
に
延
壽
文
と
名
付
け

た
文
様
の
意
匠
に
注
目
を
し
た
い
。
主
文
様
を
仙
桃
と
霊
芝
の
一
組
と
す
る
延
壽
文

は
、
大
正
時
代
中
期
頃
か
ら
登
場
し
、
晩
年
に
至
る
ま
で
比
較
的
長
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。

　
波
山
の
横
溢
す
る
制
作
意
欲
は
、
あ
く
ま
で
美
し
い
陶
磁
器
を
生
み
出
す
こ
と
に

あ
っ
た
が
、
一
方
で
鎮
魂
や
長
寿
と
い
っ
た
、
人
々
に
寄
り
添
い
幸
せ
を
願
う
気
持
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波
山
作
品
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、（
１
）
波
山
自
身
に
よ
る
箱
書
の
紀
年
銘
、

（
２
）
作
品
の
底
面
に
刻
さ
れ
た
「
波
山
」
銘
の
変
遷
、（
３
）
各
種
展
覧
会
の
出
品

作
、（
４
）
素
描
集
な
ど
下
絵
に
よ
る
記
録
を
基
準
に
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
実
際
に
は
箱
書
に
紀
年
銘
を
伴
わ
な
い
作
品
も
多
く
、
同
タ
イ
プ
の
作
品
を
継
続

し
て
つ
く
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
十
年
前
後
の
幅
を
も
た
せ
て
年
代
を
決
定
し
て
い

る
作
品
も
あ
る
［
註
5
］。

　
さ
て
、
こ
の
う
ち
今
回
考
察
の
対
象
と
す
る
延
壽
文
は
、
大
正
時
代
中
期
の
完
成

期
（
Ⅲ
期
）
に
登
場
し
て
以
後
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。［
表
1
］
は
、
波
山
自

筆
の
延
壽
文
の
箱
書
が
あ
る
作
品
と
、
そ
れ
に
類
す
る
主
要
な
作
例
を
一
覧
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
［
表
1
］
に
従
っ
て
作
品
名
称
と
文
様
の
内
容
の
展
開
を

確
認
す
る
。

一
─
一
、
延
壽
文
成
立
以
前

　
大
正
時
代
前
期
の
波
山
は
、
日
本
美
術
協
会
展
や
農
商
務
省
展
な
ど
の
公
募
展
に

出
品
し
受
賞
を
重
ね
、
陶
芸
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
つ
い
に
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
日
本
美
術
協
会
展
に
出
品
し
た
「
葆
光

彩
磁
珍
果
文
花
瓶
」［
表
1 N

o.3

］（
泉
屋
博
古
館
蔵
）
が
最
高
賞
を
受
賞
し
た
。

　
そ
の
後
は
審
査
員
の
立
場
に
ま
わ
る
な
ど
、
公
募
展
か
ら
は
遠
ざ
か
り
、
代
わ
り

に
後
援
会
が
企
画
し
た
展
示
会
「
波
山
会
」
に
発
表
の
場
を
移
し
て
い
る
。
大
正
時

代
前
期
は
波
山
に
と
っ
て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
公

募
展
な
ど
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
大
作
は
影
を
潜
め
る
。
ま
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
調
で
全
面
を
覆
う
豊
か
な
彫
文
様
の
表
現
も
、
段
々
と
中
国
古
陶
磁
に
由
来
す

る
単
色
釉
の
作
風
へ
と
傾
倒
し
て
ゆ
く
。
作
家
と
し
て
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
評
価

ち
が
動
機
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
［
註
2
］。
延
壽
文
は
こ
れ
ま

で
の
研
究
に
お
い
て
、
字
義
通
り
に
長
寿
を
願
う
吉
祥
図
案
と
解
釈
さ
れ
、
桃
は
西

王
母
の
神
仙
思
想
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
も
こ

の
指
摘
に
同
意
す
る
が
、
し
か
し
桃
と
霊
芝
と
を
一
組
の
文
様
と
す
る
過
程
や
、
ど

の
よ
う
な
翻
案
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
か
、
ま
た
主
題
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
明
確

に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
延
壽
文
が
波
山
と
い
う
陶
芸
作
家

を
表
象
す
る
意
匠
で
あ
っ
た
と
捉
え
直
し
、
そ
の
成
立
過
程
と
主
題
に
つ
い
て
一
考

を
提
示
し
た
い
。

　
　
一
、
延
壽
文
の
展
開

　
波
山
は
自
身
の
仕
事
に
厳
し
く
、
少
し
で
も
作
品
に
疵き

ず

が
あ
れ
ば
惜
し
げ
も
な
く

作
品
を
破
棄
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
世
に
送
り
出
し
た
完
成
品
は
年
間
に
わ
ず
か
二

〇
点
程
度
、
全
作
品
数
も
そ
の
長
い
経
歴
に
比
べ
て
少
な
く
、
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
点

程
度
と
い
わ
れ
る
［
註
3
］。
こ
の
う
ち
延
壽
文
と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
が
ど
れ
ほ
ど

現
存
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
管
見
の
限
り
整
理
を
試
み
て
考
察
を
し
た
い
。

　
板
谷
波
山
の
陶
芸
家
と
し
て
の
展
開
は
、
荒
川
正
明
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
以
下

の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
［
註
4
］。

　
Ⅰ
期
　
修
行
期
（
明
治
二
十
年
代
～
三
十
年
代
）

　
Ⅱ
期
　
高
揚
期
（
明
治
三
十
年
代
中
期
～
大
正
六
年
頃
）

　
Ⅲ
期
　
完
成
期
（
大
正
七
年
～
昭
和
元
年
頃
）

　
Ⅳ
期
　
円
熟
期
（
昭
和
二
年
～
昭
和
二
十
年
頃
）

　
Ⅴ
期
　
晩
　
期
（
昭
和
二
十
年
頃
～
昭
和
三
十
八
年
）
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No. 作品名称 時代 釉法 主文様の内容 所蔵

1 葆光彩磁瓢形珍果文様花瓶 大正 5 年（1916） 葆光彩磁 桃、柘榴 敦井美術館

2 葆光彩磁珍果文様花瓶 大正 6 年（1917） 葆光彩磁 桃、枇杷 敦井美術館

3 葆光彩磁珍果文花瓶 大正 6 年（1917） 葆光彩磁 桃、葡萄、枇杷 泉屋博古館

4 葆光彩磁珍果文壺 大正 10 年（1921）頃 葆光彩磁 桃、枇杷 個人蔵

5 彩磁延年紋様花瓶 大正 10 年（1921） 彩磁 桃、霊芝（火焔形） 廣澤美術館

6 青磁仙桃文水指 大正 13 年（1924）頃 青磁 桃 出光美術館

7 葆光彩磁屏 大正 14 年（1925） 葆光彩磁 桃、竹林、霊芝（火焔形） 個人蔵

8 葆光彩磁珍果文香炉
（火屋・北原千鹿作） 大正 14 年（1925） 葆光彩磁 桃、柘榴 個人蔵

9 彩磁珍果文香炉
（火屋・北原千鹿作） 大正 14 年（1925） 彩磁 桃、柘榴 廣澤美術館

10 仙桃文皿 大正 15 年（1926）頃 彩磁 桃、霊芝 出光美術館

11 葆光彩磁延壽紋様香炉 大正時代後期 葆光彩磁 桃、霊芝 個人蔵

12 葆光彩磁桃文花瓶 大正時代後期 葆光彩磁 桃唐草 出光美術館

13 彩磁桃文花瓶 大正時代後期 彩磁 桃唐草 出光美術館

14 葆光白磁瑞果彫文花瓶 大正時代後期 葆光彩磁 桃、仏手柑 出光美術館

15 葆光彩磁珍果文花瓶 大正時代末期～昭和時代初期 葆光彩磁 桃唐草 出光美術館

16 茶葉瓷延壽文花瓶 大正時代末期～昭和時代初期 茶葉瓷 桃、霊芝 出光美術館

17 氷華磁仙桃文花瓶 昭和時代前期 氷華磁 桃 出光美術館

18 氷裂磁瑞果文花瓶 昭和時代前期 氷華磁 桃、仏手柑 出光美術館

19 白磁延壽文花瓶 昭和時代前期 白磁 桃、霊芝 出光美術館

20 氷華磁仙桃文花瓶 昭和時代前期 氷華磁 桃 出光美術館

21 葆光彩磁仙果文様細口花瓶 1920 年代 葆光彩磁 桃、霊芝 個人蔵

22 氷華磁延壽文花瓶 1920 ～ 30 年代 氷華磁 桃、霊芝 個人蔵

23 淡黄磁扶桑延壽文花瓶 昭和 10 年（1935）頃 淡黄磁 花卉、犬 出光美術館

24 彩磁延壽文花瓶 昭和 11 年（1936） 彩磁 桃、霊芝 出光美術館

25 彩磁延壽文花瓶 昭和時代前期 彩磁 桃、霊芝 茨城県陶芸美術館

26 延壽文水差 昭和時代前期 （彩磁） 桃、霊芝 出光美術館

27 彩磁延壽文花瓶 昭和 8 年（1933） 彩磁 桃、霊芝 敦井美術館

28 辰砂磁延壽文花瓶 昭和 13 年（1938） 辰砂磁 桃、霊芝 出光美術館

29 辰砂磁延壽文花瓶 昭和 15 年（1940） 辰砂磁 桃、霊芝 出光美術館

30 辰砂磁延壽文花瓶 昭和 15 年（1940） 辰砂磁 桃、霊芝 出光美術館

31 氷華磁延壽文花瓶 昭和 15 年（1940）頃 氷華磁 桃 個人蔵

32 彩磁延壽文水差 昭和 17 年（1942） 彩磁 桃、霊芝 東京国立近代美術館

33 氷華磁珍果文花瓶 昭和 17 年（1942）頃 氷華磁 桃、仏手柑 個人蔵

34 紫金磁珍果文花瓶 昭和 17 年（1942） 紫金磁 桃、仏手柑 下館市

35 仙桃文帯 昭和 25 年（1950） ー 桃 出光美術館

36 祥桃瑞芝彫文花瓶 昭和 26 年（1951） 蛋殻磁 桃、霊芝（火焔形） 出光美術館

37 氷華磁延壽文花瓶 昭和 27 年（1952） 氷華磁 桃、霊芝 茨城県近代美術館

38 仙果 昭和 28 年（1953） （絹本着色） 桃（寿字） 出光美術館

39 蛋殻磁仙桃彫文水指 昭和 32 年（1957） 蛋殻磁 桃 出光美術館

40 凝霜磁延壽文鯉耳水指 昭和 34 年（1959） 凝霜磁 桃、霊芝 出光美術館

41 仙桃茶碗 1959 ～ 61 年 白磁 桃 出光美術館

［表 1 波山の延壽文及び桃の意匠による主要作品一覧］
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を
得
て
、
産
業
品
で
は
な
い
芸
術
作
品
を
あ
く
ま
で
追
い
求
め
る
志
向
が
強
ま
っ
た

と
い
え
る
。

　［
表
1
］
か
ら
大
正
六
年
前
後
の
作
品
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
後
に
延
壽
文
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
文
様
に
類
す
る
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
作

品
名
称
に
延
壽
文
と
付
く
作
品
は
確
認
で
き
な
い
。「
葆
光
彩
磁
瓢
形
珍
果
文
様
花

瓶
」［
図
1
］［
表
1 N

o.1

］
や
「
葆
光
彩
磁
珍
果
文
様
花
瓶
」［
図
2
］［
表
1 N

o.2

］（
い
ず

れ
も
敦
井
美
術
館
蔵
）
は
、
と
も
に
主
文
様
を
窓
枠
で
囲
み
、
そ
の
周
囲
を
青
海
波
文

で
充
塡
す
る
意
匠
で
あ
る
が
、
主
文
様
は
桃
、
柘
榴
、
枇
杷
で
あ
り
、
作
品
名
称

は
珍
果
文
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
珍
果
文
と
さ
れ
る
「
葆
光
彩
磁
珍
果
文
壺
」

（
個
人
蔵
）［
表
1 N

o.4

］
で
も
、桃
文
と
枇
杷
が
一
組
と
な
り
主
文
様
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　
大
正
六
年
の
時
点
で
は
、
延
壽
文
に
類
す
る
意
匠
こ
そ
う
か
が
え
る
も
の
の
、
作

品
に
延
壽
文
と
は
名
付
け
て
い
な
い
。
ま
だ
桃
や
霊
芝
が
内
包
す
る
長
寿
の
イ
メ
ー

ジ
を
名
称
に
ま
で
は
強
調
さ
せ
て
お
ら
ず
、
単
に
植
物
文
様
の
ひ
と
つ
と
し
て
表
現

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
桃
が
西
王
母
を
示
す
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
（
象
徴

的
付
属
物
）
で
あ
り
、
神
仙
思
想
に
由
来
す
る
吉
祥
図
案
と
の
意
識
は
あ
る
が
、
わ

ざ
わ
ざ
作
品
名
称
で
示
さ
ず
と
も
良
い
と
す
る
作
家
の
態
度
が
う
か
が
え
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
年
代
区
分
の
高
揚
期
（
Ⅱ
期
）
に
あ
た
る
段
階
で
は
、
延
壽
文
の
名
称

使
用
は
な
く
珍
果
文
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
様
の
組
み
合
わ
せ
に
厳
密
な
規
格
は

う
か
が
え
な
い
。

一
─
二
、
延
壽
文
の
成
立

　
延
壽
文
の
名
称
と
し
て
は
、
少
し
後
に
な
る
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
「
彩
磁

延
年
紋
様
花
瓶
」（
廣
澤
美
術
館
蔵
）［
図
3
］［
表
1 N

o.5

］
の
名
称
が
延
壽
文
と
同
義
語

の
初
出
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
箱
書
に
「
大
正
辛
酉
秋
初
大
吉
日
」［
図

図 1（表）　葆光彩磁瓢形珍果文様花瓶　敦井美術館（新潟市）図 1（裏）
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図 2（表）　葆光彩磁珍果文様花瓶　敦井美術館（新潟市）図 2（裏）

図 3–1（表）　彩磁延年紋様花瓶　©2021廣澤美術館図 3–1（裏）

図 3–2　彩磁延年紋様花瓶（箱書）　©2021廣澤美術館
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延
壽
文
の
語
彙
が
確
実
に
作
品
名
称
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
そ
の
初
例
を

特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
頃
製
作

の
香
炉
に
注
目
を
し
た
い
。

　
表
裏
の
窓
枠
に
そ
れ
ぞ
れ
植
物
文
を
入
れ
た
意
匠
の
香
炉
は
、
北
原
千
鹿
（
一
八
八

七
─
一
九
五
一
）
作
の
火ほ

や屋
が
付
属
す
る
作
例
な
ど
複
数
点
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を

見
る
と
香
炉
の
様
式

は
共
通
し
て
い
る
も

の
の
、
文
様
の
内
容

に
違
い
が
あ
り
、
ま

た
そ
れ
が
作
品
名
称

に
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　「
葆
光
彩
磁
珍
果

文
香
炉
」（
個
人
蔵
）

［
表
1 N

o.8

］
と
「
彩
磁

珍
果
文
香
炉
」（
廣
澤

美
術
館
蔵
）［
図
5
］［
表

1 N
o.9

］
と
は
仙
桃
と

柘
榴
と
の
一
組
が
主

文
様
で
あ
る
が
、「
葆

光
彩
磁
延
壽
紋
様
香

炉
」（
個
人
蔵
）［
表
1 

N
o.11

］
で
は
仙
桃
文

と
霊
芝
が
入
り
、
名

3–
2
］
と
あ
り
、
同
年
十
月
に
催
さ
れ
た
「
波
山
会
」（
何
回
目
か
は
不
明
）
に
出
品

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
出
品
目
録
か
ら
も
延
年
の
表
記
で
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
延
壽
文
と
は
表
記
が
若
干
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
頃
か
ら
桃
や
霊
芝
に
よ

る
長
寿
の
意
味
合
い
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
ま
た
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
頃
と
判
断
さ
れ
る
青
磁
の
水
指
［
図
4
］［
表
1 

N
o.6

］
は
、
薄
肉
彫

で
表
現
さ
れ
た
桃
文

が
側
面
を
覆
う
意
匠

で
あ
る
が
、
こ
の
頃

に
初
め
て
仙
桃
文
の

名
称
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の

後
は
桃
単
体
の
文
様

を
仙
桃
文
と
表
記
す

る
こ
と
も
多
く
な
る
。

お
よ
そ
大
正
十
年
代

以
降
か
ら
波
山
に
と

っ
て
桃
が
神
仙
思
想

を
内
包
す
る
文
様
と

し
て
立
ち
上
が
り
、

作
品
名
称
に
も
強
調

し
て
表
現
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

図 4　青磁仙桃文水指　出光美術館

図 5　彩磁珍果文香炉　©2021廣澤美術館
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指
摘
さ
れ
て
い
る
［
註
7
］。
実
際
の
作
品
を
見
て
も
、
例
え
ば
明
治
四
十
四
年
（
一

九
一
一
）
の
「
彩
磁
印
甸
亜
文
花
瓶
」（
出
光
美
術
館
蔵
）［
図
6
］
は
彩
磁
と
さ
れ
て
い

る
が
、
器
面
を
覆
う
釉
薬
は
マ
ッ
ト
調
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
葆
光

彩
磁
へ
と
繋
が
る
マ
ッ
ト
釉
の
開
発
に
着
手
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
葆
光
彩
磁
の
名
称
が
誕
生
し
た
過
程
は
、
延
壽
文
に
お
い
て
も
同
様
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
す
で
に
珍
果
文
と
し
て
あ
っ
た
文
様
構
成
が
神
仙
思
想

を
帯
び
て
改
変
さ
れ
て
ゆ
き
、
波
山
の
な
か
で
長
命
を
願
う
延
壽
文
と
し
て
完
成
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
彩
磁
延
年
紋
様
花
瓶
」
は
、
未
だ
延
壽
文
と
い
う
表

現
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
初
期
段
階
で
、
そ
の
着
想
が
名
称
と
な
っ
て
現
れ
た
作
品

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

称
も
延
壽
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
大
正
十
年
前
後

に
延
壽
文
の
文
様
意
匠
と
名
称
が
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
さ
て
、
波
山
の
作
品
に
お
け
る
名
称
は
、
中
国
古
典
か
ら
援
引
さ
れ
る
な
ど
波
山

の
深
い
教
養
が
う
か
が
え
る
。
代
表
的
な
釉
法
で
あ
る
葆
光
彩
磁
の
葆
光
は
、『
荘

子
』「
斉
物
論
第
二
」
か
ら
の
援
用
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
註
6
］。
葆
光
と
は
「
そ

の
壺
へ
酒
を
い
く
ら
注
ぎ
入
れ
て
も
満
ち
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
壺
か
ら
い
く
ら
酒

を
酌
み
出
し
て
も
竭
き
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
そ
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
は
分
か

ら
な
い
。
こ
れ
を
葆
光
と
い
う
」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
事
物
に
と
ら
わ
れ

ず
、
そ
れ
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
い
る
人
の
心
情
を
喩
え
た
も
の
で
あ
り
、
混
沌
を
把

握
し
て
こ
そ
、
全
体
の
生
命
に
触
れ
、
自
然
の
息
吹
を
心
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
そ
の
こ
と
を
葆
光
と
い
う
、
と
説
明
・
解
釈
が
な
さ
れ
る
。
葆
光
彩
磁
の
ま

る
で
薄
絹
に
よ
っ
て
光
沢
を
か
く
し
た
か
の
よ
う
な
失
透
性
の
釉
薬
は
、
ど
こ
か
そ

の
事
物
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
智
を
超
越
し
た
心
情
を
具
現
化
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
延
壽
と
い
う
言
葉
は
、
齢
を
延
ば
す
、
長
生
き
を
す
る
、
ま
た
は
長
生
き
、
長
命

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
中
国
古
典
で
は
『
史
記
』「
封
禅
書
」、『
漢
書
』「
淮
南
王

伝
」
な
ど
に
う
か
が
え
る
。
波
山
が
こ
れ
ら
古
典
か
ら
言
葉
を
引
用
し
た
可
能
性
も

あ
る
が
、
確
か
な
証
左
は
得
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
長
命
を
願
っ
て
付
け
ら

れ
た
名
称
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。
こ
こ
で
重
視
し
た
い
の
は
そ
の
命
名
の
過
程

で
あ
る
。

　
葆
光
の
語
彙
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
頃
か
ら
箱
書
に
現
れ
始
め
、
本
格
的

に
使
用
す
る
の
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
波
山
の
明
治

末
期
の
作
品
に
は
「
無
光
磁
瓢
式
八
角
金
盤
葉
図
花
瓶
」（
明
治
二
十
二
年
）
や
「
彩

土
篏
熊
笹
図
花
盛
壺
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
が
あ
り
、
名
称
の
響
き
か
ら
マ

ッ
ト
釉
を
指
向
し
た
、
い
わ
ゆ
る
プ
レ
葆
光
彩
的
な
釉
法
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が

図 6　彩磁印甸亜文花瓶　出光美術館
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ほ
ぼ
例
外
な
く
青
地
の
青
海
波
文
に
よ
っ
て
周
囲
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
や
展
覧
会
図
録
で
は
、
延
壽
文
と
は
仙
桃
文
と
霊
芝
文
で
構
成
さ
れ
る
と
の

解
釈
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
実
は
青
海
波
文
も
延
壽
文
を
構
成
す
る
要
素
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
説
し
た
い
。

　
さ
て
、
定
型
の
文
様
構
成
と
な
っ
た
延
壽
文
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
波

山
が
ど
れ
ほ
ど
意
匠
に
対
し
て
名
称
を
厳
格
に
使
用
し
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
れ
を

検
討
す
る
た
め
に
出
光
美
術
館
所
蔵
の
「
淡
黄
磁
扶
桑
延
壽
文
花
瓶
」［
図
8
］［
表
1 

N
o.23

］
を
参
照
し
た
い
。

　「
淡
黄
磁
扶
桑
延
壽
文
花
瓶
」
は
表
裏
に
大
き
な
窓
枠
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

に
花
卉
文
を
い
っ
ぱ
い
に
表
現
す
る
文
様
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
左
右
対
称
に

描
か
れ
る
樹
木
や
花
卉
文
は
、
中
近
東
の
美
術
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
生
命
の

樹
」
を
参
考
に
し
た
意
匠
で
あ
る
［
註
8
］。
ま
た
花
卉
文
の
下
部
に
は
器
面
の
表
裏

そ
れ
ぞ
れ
に
各
一
対
の
犬
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
犬
に
つ
い
て
は
、
波
山

が
当
時
飼
っ
て
い
た
ア
イ
ヌ
犬
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
［
註
9
］。

全
体
は
や
や
黄
味
が
か
っ
た
透
明
釉
が
施
さ
れ
、
そ
の
質
感
を
表
現
す
る
た
め
に
波

山
は
淡
黄
磁
と
の
名
称
を
用
い
て
い
る
。
文
様
は
凹
凸
に
彫
り
出
し
た
薄
肉
彫
に
よ

っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
問
題
と
な
る
の
は
文
様
の
内
容
が
仙
桃
・
霊
芝
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
品

名
称
に
延
壽
文
の
語
句
を
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
作
品
の
制
作
年
代
は
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
頃
と
想
定
さ
れ
延
壽
文
が
定
型
と
な
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
推
測
の
余
地
を
出
な
い
も
の
の
、
本
作
品
は
波
山
作
品
の
な
か

で
は
例
外
的
な
文
様
と
そ
の
名
付
け
方
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仙
桃
文
・
霊
芝

文
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
延
壽
文
と
し
た
の
は
、
生
命
の
樹
を
反
映
さ
せ
て
か
、

あ
る
い
は
飼
い
犬
の
長
命
を
願
っ
て
名
付
け
た
か
と
想
像
す
る
。
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ

一
─
三
、
延
壽
文
の
例
外

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
延
壽
文
は
仙
桃
と
霊
芝
の
ふ
た
つ
を
表
裏

に
飾
る
意
匠
と
な
り
以
降
は
定
型
化
す
る
。
基
本
的
に
は
辰
砂
磁
や
氷
華
磁
と
い
っ

た
釉
薬
の
色
調
で
魅
せ
る
単
色
釉
作
品
の
場
合
は
、
折
枝
状
の
仙
桃
文
と
霊
芝
文
を

表
裏
に
あ
し
ら
い
、
そ
の
周
囲
は
無
文
と
す
る
。
一
方
、
彩
磁
や
葆
光
彩
磁
に
よ
る

釉
法
で
作
ら
れ
る
豊
か
な
色
合
い
の
作
品
に
は
、
窓
枠
を
設
け
た
中
に
仙
桃
文
と
霊

芝
文
を
配
し
、
そ
の

周
囲
を
青
海
波
文
で

充
塡
す
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、

後
者
に
お
け
る
青
海

波
文
で
あ
る
。
青
地

の
連
続
文
様
は
他
に

も
「
葆
光
彩
磁
瓢
形

珍
果
文
様
花
瓶
」［
図

1
］
の
上
部
に
見
ら

れ
る
毘
沙
門
亀
甲
文

や
、「
葆
光
彩
磁
呉

洲
模
様
鉢
」（
出
光
美

術
館
蔵
）［
図
7
］
に

見
ら
れ
る
花
卉
文
様

な
ど
が
あ
る
が
、
延

壽
文
の
名
称
で
定
型

と
な
っ
て
か
ら
は
、

図 7　葆光彩磁呉洲模様鉢　出光美術館
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延
壽
文
の
前
に
扶
桑
（
巨
木
あ
る
い
は
日
本
の
意
味
か
）
と
付
け
加
え
る
の
は
、
作
家
が

命
名
に
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
前
述
の
通
り
、
作
品
名
称
は
基
本
的
に
は
作
家
自
身
に
よ
る
箱
書
で
あ
り
、
ま
た

波
山
は
少
し
で
も
疵
が
あ
る
作
品
は
完
成
品
と
は
認
め
ず
、
打
ち
壊
し
て
破
棄
を
す

る
寡
作
の
作
家
で
あ
っ
た
。
稀
に
疵
物
が
残
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
波
山

が
箱
書
を
記
す
こ
と
は
な
い
［
註
10
］。
そ
の
た
め
名
称
に
厳
格
な
規
格
が
あ
る
と
ま

で
は
い
え
な
い
も
の
の
扶
桑
と
追
記
し
た
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も

波
山
と
い
う
作
家
の
な
か
で
延
壽
文
は
仙
桃
文
と
霊
芝
文
と
を
一
組
と
す
る
文
様
で

あ
る
と
の
整
合
性
が
と
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
延
壽
文
は
、（
１
）
完
成
期
に
入
っ
た
の
ち
、
大

正
十
年
頃
に
作
品
名
称
に
現
れ
始
め
る
こ
と
。（
２
）
大
正
十
年
以
前
か
ら
す
で
に

意
匠
構
成
と
し
て
は
現
れ
て
お
り
、
着
想
が
う
か
が
え
る
こ
と
。（
３
）
主
文
様
の

仙
桃
文
・
霊
芝
文
は
、
単
色
釉
で
は
表
裏
に
枝
折
状
で
、
釉
下
彩
（
彩
磁
・
葆
光
彩

磁
）
で
は
、
窓
枠
で
囲
み
周
囲
を
青
海
波
文
で
充
塡
す
る
文
様
構
成
で
、
昭
和
の
円

熟
期
に
入
る
に
従
っ
て
定
型
化
さ
れ
た
こ
と
。（
４
）
一
部
例
外
的
な
命
名
が
認
め

ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
作
家
と
し
て
は
定
型
の
意
匠
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。

　
　
二
、
主
要
モ
チ
ー
フ
の
翻
案
と
解
釈

　
延
壽
文
の
名
称
が
付
い
た
作
品
は
、
仙
桃
文
・
霊
芝
文
を
作
品
の
表
裏
に
描
い
て

一
対
の
意
匠
と
し
て
い
る
。
ま
た
彩
磁
や
葆
光
彩
磁
な
ど
の
釉
下
彩
で
器
面
の
全
体

を
覆
う
場
合
は
、
主
文
様
の
仙
桃
・
霊
芝
を
窓
枠
内
に
納
め
て
、
そ
の
外
側
面
を
青

海
波
文
で
充
塡
す
る
こ
と
が
約
束
事
に
な
っ
て
い
る
。

図 8（裏） 図 8（表）　淡黄磁扶桑延壽文花瓶　出光美術館
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は
連
続
文
様
で
あ
っ
て
も
複
数
個

の
桃
果
と
葉
と
が
描
か
れ
、
時
折

黄
色
い
蕊
を
も
つ
桃
花
が
付
け
加

え
ら
れ
た
意
匠
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　「
彩
磁
延
壽
文
花
瓶
」
で
は
、

葉
に
覆
わ
れ
た
三
つ
の
桃
果
が
三

方
に
飛
び
出
す
よ
う
な
意
匠
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
は
三
角
形

を
描
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
葉
の
陰
に
添
え
ら
れ
た
桃
花

も
、
同
様
に
三
か
所
に
ま
と
め
ら

れ
、
か
つ
正
面
性
・
側
面
性
を
交

え
る
こ
と
で
画
面
全
体
に
立
体
感

を
演
出
し
て
い
る
。

　
下
図
は
、「
青
磁
仙
桃
文
水
指
」

（
一
九
二
四
年
頃
）［
図
9
］［
表
1 

N
o.6

］
と
「
凝
霜
磁
延
壽
文
鯉
耳

水
指
」（
一
九
五
九
年
、
出
光
美
術
館

蔵
）［
図
10-

1
］［
表
1 N

o.40

］
の
仙

桃
文
［
図
10-

2
］
を
比
較
し
た
も

の
だ
が
、
時
代
差
が
あ
り
な
が
ら

そ
の
文
様
表
現
に
ほ
と
ん
ど
変
化

の
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ

　
本
章
で
は
、
延
壽
文
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
出
光
美
術
館
所
蔵
の
「
彩

磁
延
壽
文
花
瓶
」［
口
絵
7
］［
表
1 N

o.24

］
を
参
考
に
、
延
壽
文
を
構
成
す
る
仙
桃
・

霊
芝
・
青
海
波
の
三
つ
の
文
様
に
注
目
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
翻
案
で
あ
っ
た
か
考

察
し
た
い
。
ま
た
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
長
寿
を
願
う
吉
祥
図
案
と
の
解
釈

を
踏
ま
え
つ
つ
、
延
壽
文
が
西
王
母
の
神
仙
思
想
に
由
来
す
る
意
匠
で
あ
り
、
仙
桃

文
以
外
の
モ
チ
ー
フ
に
も
西
王
母
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

二
―
一
、
桃
（
仙
桃
）
文
に
つ
い
て

　
波
山
の
作
品
お
よ
び
素
描
集
に
描
か
れ
て
い
る
桃
文
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
そ
の

形
態
は
当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
波
山
の
描
く
桃
は
、
折
枝
状
ま
た

図 10–1　凝霜磁延壽文鯉耳水指　出光美術館

図 10–2　凝霜磁延壽文鯉耳水指（仙桃文部分）
出光美術館

図 9　青磁仙桃文水指（仙桃文部分）　出光美術館
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れ
は
他
の
波
山
作
品
に
見
ら
れ
る
植
物
文
様
の
、
例
え
ば
宝
相
華
文
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
な
ど
の
花
卉
文
様
に
お
い
て
、
作
品
ご
と
に
そ
の
花
弁
や
唐
草
を
変
化
さ
せ
差
別

化
を
図
っ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
波
山
の
植
物
文
様
は
写
生
か
ら
発
案
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
仙
桃
文

は
そ
れ
と
は
趣
の
異
な
る
意
匠
と

い
え
る
。

　
で
は
、
そ
の
典
拠
と
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
、『
方
氏
墨
譜
』（
万
暦
十

一
年
序
）
の
存
在
を
提
示
し
た
い
。

　『
方
氏
墨
譜
』
と
は
、
明
末
の

墨
匠
・
方
于
魯
が
自
作
の
墨
の
図

案
（
墨
譜
）
と
し
て
刊
行
し
た
も

の
で
、
円
や
四
角
な
ど
墨
の
形
状

に
合
わ
せ
た
構
図
に
、
山
水
、
楼

閣
、
人
物
、
花
卉
、
動
物
な
ど
の

文
様
を
描
い
た
図
案
集
で
あ
る
。

波
山
が
『
方
氏
墨
譜
』
を
参
照
し

て
い
た
の
は
、
素
描
集
の
「
模
様

集
」
第
二
巻
（305

）、「
花
果
粉

本
」
第
二
巻
（304

）
か
ら
明
ら
か

で
、
写
生
の
内
容
か
ら
、
と
く
に

吉
祥
文
様
、
動
植
物
文
様
を
入
念

に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

　『
方
氏
墨
譜
』
の
「
三
生
果
」［
図
11–

1
］
と
題
さ
れ
た
図
案
と
、
波
山
作
品
の
桃

文
［
図
11–

2
］
を
見
比
べ
て
み
た
い
。
二
つ
の
構
図
は
桃
果
が
上
下
逆
に
な
る
点
が

異
な
る
も
の
の
、
そ
の
堅
い
枝
ぶ
り
や
葉
脈
、
葉
先
の
翻
る
様
子
、
桃
果
の
肌
に
点

状
の
模
様
を
付
け
る
表
現
な
ど
、
多
く
の
特
徴
が
共
通
す
る
。
波
山
の
桃
文
は
、
三

つ
の
桃
果
を
三
角
形
状
に
位
置
さ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
な
ど
『
方
氏
墨
譜
』
に
は

な
い
構
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
作
品
化
す
る
に
あ
た
り
、
構
図
が
破
綻
し
な
い
よ
う

波
山
が
示
し
た
工
夫
で
あ
ろ
う
。
桃
文
は
、
あ
く
ま
で
『
方
氏
墨
譜
』
を
基
に
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
波
山
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
で
翻
案
さ
れ
た
新
た
な
文
様
と

い
え
る
。

　『
方
氏
墨
譜
』
を
典
拠
と
し
つ

つ
、
新
し
い
文
様
と
し
て
作
り
変

え
る
事
例
は
素
描
集
「
花
果
粉
本
」

（992

）
の
「
八
珍
果
」
に
も
同
様
に

う
か
が
え
る
。
こ
の
素
描
集
に
お

い
て
波
山
は
八
珍
果
を
横
方
向
へ

展
開
す
る
唐
草
文
と
し
て
再
構
成

し
て
い
る
。
ま
た
日
本
美
術
協
会

展
に
出
品
し
た
「
葆
光
彩
磁
珍
果

文
花
瓶
」
の
下
絵
（「
大
作
花
瓶
類
図

集
」（N

o.3

））
か
ら
も
『
方
氏
墨
譜
』

を
典
拠
と
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
［
図
12
］。
主
文
様
の
花
籠
の
イ

メ
ー
ジ
は
同
書
の
「
百
華
香
露
」

図 11‒1　「三生果」（部分）『方氏墨譜』より図 11‒2　彩磁延壽文花瓶（仙桃文部分）　出光美術館

図 12　「大作花瓶類図集」（No.3）（葆光彩磁珍果文花瓶の桃部分）
出光美術館
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な
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
王
秀
文
氏
は
「
桃
の
民
族
誌
─
そ
の
シ
ン
ボ
リ

ズ
ム
（
一
）」（
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
、
そ
の
性
質
を
「
結
婚
・
多
産
」「
辟
邪
」

「
別
世
界
と
の
通
路
」「
長
寿
」
の
四
つ
に
大
別
し
て
い
る
［
註
12
］。

　
こ
の
う
ち
延
壽
文
に
関
わ
る
長
寿
の
性
質
と
し
て
の
早
い
例
に
は
『
神
異
経
』
が

以
下
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
る
。

東
方
有
樹
焉
、
高
五
十
丈
、
葉
長
八
尺
、
名
曰
桃
。
…
…
食
之
令
人
益
寿
。

（
東
方
に
樹
木
が
あ
る
。
高
さ
は
五
十
丈
、
葉
は
長
さ
八
尺
あ
り
、
名
は
桃
と
い
う
（
中
略
）

食
用
す
れ
ば
人
の
寿
命
を
長
く
す
る
）

［
図
13
］
に
取
材
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
三
方
に
描
か
れ
て
い
る
羊
、
鳥
、
魚

の
モ
チ
ー
フ
は
［
図
14
］、「
雙
鳳
玦
」［
図
15
］
の
図
様
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
既
存
の
図
案
を
そ
の
ま
ま
転
用
せ
ず
翻
案
し
て
制
作
に
活
か
す
の
は
、
す

で
に
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
東
京
美
術
学
校
の
師
で
あ
っ
た
岡
倉
天

心
（
一
八
六
三
─
一
九
一
三
）
に
よ
る
美
術
教
育
の
思
想
に
も
合
致
す
る
。
つ
ま
り
西

洋
美
術
の
模
倣
、
古
典
や
伝
統
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、「
自
己
の
感
ず
る
も
の

を
表
現
す
る
こ
と
」［
註
11
］
の
思
想
が
見
出
せ
る
。

　
で
は
『
方
氏
墨
譜
』
の
様
式
に
連
な
る
桃
文
は
、
波
山
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意

味
を
有
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
の
か
。
次
に
そ
の
図
像
学
的
な
解
釈
を
作
品
に
向

け
て
み
た
い
。

　
そ
も
そ
も
中
国
に
お
い
て
桃
は
昔
か
ら
様
々
な
性
質
・
伝
承
を
有
し
て
い
る
。
桃

に
は
妊
娠
時
の
つ
わ
り
を
軽
減
さ
せ
る
薬
効
が
あ
る
な
ど
、
結
婚
や
妊
娠
の
象
徴
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
『
桃
花
源
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
説
話
と

上　図 14　「大作花瓶類図集」（葆光彩磁珍果文花瓶の文様部分）
出光美術館

下　図 15　「雙鳳玦」『方氏墨譜』より

図 13　「百華香露」『方氏墨譜』より
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譬
若
羿
請
不
死
之
薬
於
西
王
母
、
姮
娥
竊
以
奔
月
、
悵
然
有
喪
、
無
以
続
之
。

（
譬
え
ば
、
羿
、
不
死
の
薬
を
西
王
母
に
請
い
し
に
、
姮
娥
竊
み
て
以
て
月
に
奔
り
、
悵
然

と
し
て
喪
う
有
り
て
、
以
て
之
に
続
く
こ
と
無
き
が
若
し
。）

（『
淮
南
子
』「
覧
冥
訓
」）

　
さ
ら
に
『
穆
天
子
伝
』
や
『
漢
武
帝
内
伝
』『
漢
武
故
事
』
に
お
い
て
は
美
し
い

女
性
と
し
て
、
周
の
穆
天
子
、
漢
の
武
帝
と
饗
宴
を
設
け
て
歌
の
応
答
を
し
、
ま
た

三
千
年
に
一
度
実
を
結
ぶ
仙
桃
を
贈
答
す
る
人
物
と
し
て
記
さ
れ
る
。

須
臾
以
玉
盤
盛
遷
桃
七
顆
、
大
如
鴨
卵
、
形
円
青
色
、
以
呈
王
母
。
母
以
四
顆

与
帝
。
三
顆
自
食
。
桃
味
甘
美
。
口
有
盈
味
。
帝
食
輒
收
其
核
。
王
母
問
帝
、

帝
曰
欲
種
之
。
母
曰
此
桃
三
千
年
一
生
実
。
中
夏
地
薄
。
種
之
不
生
。
帝
乃
止
。

（
須
臾
に
し
て
玉
盤
を
以
て
遷
桃
七
顆
を
盛
り
、
大
さ
鴨
卵
の
如
く
、
形
円
に
し
て
青
色
、

以
て
王
母
に
呈
す
、
母
四
顆
を
以
て
帝
に
与
え
、
三
顆
自
ら
食
ふ
、
桃
味
甘
美
、
口
に
盈
味

あ
り
、
帝
食
し
て
輒
ち
其
核
を
收
む
、
王
母
帝
に
問
ふ
、
帝
曰
く
、
之
を
種
ゑ
ん
と
欲
す
、

母
曰
く
、
此
の
桃
は
三
千
年
に
一
た
び
実
を
生
ず
、
中
夏
は
地
薄
し
、
之
を
種
う
る
も
生
ぜ

ず
と
、
帝
乃
ち
止
む
。）

（『
漢
武
帝
内
伝
』「
王
母
天
厨
を
設
け
桃
果
を
献
ず
」）

　
西
王
母
と
桃
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
経
緯
は
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
結
果
と

し
て
不
老
不
死
の
薬
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
西
王
母
が
、
前
提
と
し
て
す
で
に
幾

つ
か
の
特
殊
な
神
聖
を
有
し
て
い
た
桃
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
［
註
13
］。

　
さ
て
、
東
京
美
術
学
校
で
学
び
、『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
な
ど
に
図
案
を
投

稿
し
て
い
た
波
山
で
あ
れ
ば
、
桃
が
西
王
母
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
桃
が
長
寿
の
性
質
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
西
王

母
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。

　
西
王
母
と
は
、
中
国
の
神
話
伝
説
上
の
女
神
で
、
崑こ
ん
ろ
ん崙

山
に
住
み
、
そ
の
姿
は
人

面
、
虎
歯
、
豹
尾
、
蓬
髪
と
さ
れ
る
が
（『
山
海
経
』「
西
山
経
」「
大
荒
西
経
」）、
次
第

に
美
化
さ
れ
て
不
死
の
薬
を
持
つ
仙
女
と
さ
れ
た
（『
淮
南
子
』「
覧
冥
訓
」）。

西
王
母
其
状
如
人
豹
尾
、
虎
歯
而
善
嘯
、
蓬
髪
戴
勝

（
西
王
母
は
其
の
状
人
の
如
く
に
し
て
豹
尾
、
虎
歯
に
し
て
善
嘯
き
、
蓬
髪
に
し
て
戴
を
勝

く
。）

（『
山
海
経
』「
西
山
経
」）

有
人
戴
勝
、
虎
歯
有
豹
尾
、
穴
處
。
名
曰
西
王
母
〔
河
図
玉
版
亦
曰
、
西
王
母

居
崑
崙
之
山
。
西
山
経
曰
、
西
王
母
居
玉
山
。
穆
天
子
伝
曰
、
乃
紀
名
迹
于
弇

山
之
石
、
曰
西
王
母
之
山
成
。
然
則
西
王
母
雖
以
崑
崙
之
宮
、
亦
自
有
離
宮
別

窟
、
游
息
之
處
、
不
専
住
一
山
成
。
故
記
事
者
各
挙
所
見
而
言
之
〕。
此
山
万

物
尽
有
。

（
人
有
り
、
戴
勝
し
、
虎
歯
に
し
て
豹
尾
有
り
、
穴
處
す
。
名
け
て
西
王
母
と
曰
ふ
〔『
河
図

玉
版
』
に
亦
曰
く
、
西
王
母
は
崑
崙
に
山
に
居
る
と
。
西
山
経
に
曰
く
、
西
王
母
は
玉
山
に

居
る
と
。『
穆
天
子
伝
』
に
は
曰
く
、
乃
ち
名
迹
を
弇
山
の
石
に
紀
し
、
西
王
母
の
山
と
曰

ふ
と
。
然
ら
ば
則
ち
西
王
母
は
崑
崙
の
宮
を
以
ふ
と
雖
も
、
亦
自
ら
離
宮
・
別
窟
、
游
息
の

處
有
り
一
山
に
専
住
せ
ざ
る
な
り
。
故
に
事
を
記
す
者
各
々
見
る
所
を
挙
げ
て
之
を
言
ふ
〕。

此
の
山
に
は
万
物
尽
く
有
り
。）

（『
山
海
経
』「
大
荒
西
経
」）
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当
然
承
知
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
西
王
母
は
絵
画
で
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
画
題
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
必
ず
西
王
母
を
示
す
桃
あ
る
い
は
桃
花
が
描
か
れ
る
［
図
16
］。
ま
た

具
体
的
な
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
作
品
と
し
て
は
「
仙
桃
核
鉢
」（
出
光
美
術
館

蔵
）［
図
17
］
が
あ
る
。
本
作
品
は
ま
さ
に
武
帝
が
西
王
母
か
ら
賜
っ
た
と
い
う
仙
桃

の
核
を
実
際
に
具
現
化
し
た
作
品
で
、
そ
の
典
拠
は
『
方
氏
墨
譜
』
の
図
案
［
図
18
］

に
あ
る
。
波
山
は
こ
れ
を
「
模
様
集
」
第
二
巻
（300

）［
図
19
］
に
写
し
、
作
品
に
し

て
い
る
。

　
桃
文
が
登
場
し
て
い
た
の
は
延
壽
文
が
定
型
と
な
る
大
正
十
年
以
前
か
ら
で
あ
り
、

珍
果
文
や
桃
文
と
表
記
さ
れ
て
い
た
文
様
意
匠
が
仙
桃
文
と
変
化
し
て
ゆ
く
の
は
先

述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
西
王
母
の
象
徴
と
し
て
桃
が
形
象
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

図 18　「蟠桃核」『方氏墨譜』より 図 16　西王母・東方朔図屏風（第二扇部分）　狩野光信
桃山時代　出光美術館

上　図 17　仙桃核鉢　出光美術館
下　図 19　「模様集」第二巻（300）　出光美術館
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文
様
は
、『
方
氏
墨
譜
』
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
先
端
が
楕
円
に
変
形
し
た
キ
ノ

コ
で
あ
り
、
そ
の
先
端
部
は
雲
気
文
の
よ
う
に
渦
を
巻
く
姿
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
波
山
の
そ
れ
は
一
見
す
る
と
色
、
形
と
も
に
桃
文
の
よ
う
に
も
見
え
、
仙
桃
文
と

の
表
裏
一
対
を
あ
る
程
度
意
識
し
て
い
る
。
ま
た
同
様
の
理
由
か
ら
か
、
折
枝
状
に

し
て
葉
を
伴
う
意
匠
と
す
る
の
も
霊
芝
と
し
て
は
珍
し
い
。
さ
ら
に
は
霊
芝
が
火
焔

に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
形
態
［
図
3–

2
］
も
数
点
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

波
山
の
霊
芝
文
は
先
端
が
楕
円
形
の
も
の
と
な
る
古
典
的
な
形
態
的
特
徴
と
は
大
き

く
異
な
る
。

　「
彩
磁
延
壽
文
花
瓶
」
の
霊
芝
文
に
よ
り
改
め
て
見
て
み
た
い
［
図
21
］。
霊
芝
は

中
央
に
緑
色
の
蕊
の
よ
う
な
部
分
を
も
ち
、
赤
彩
の
先
端
部
が
こ
れ
を
囲
ん
で
い
る
。

赤
彩
の
部
分
だ
け
で
見
る
と
、
明
ら
か
に
伝
統
的
な
霊
芝
で
は
な
く
、
こ
れ
が
如
意

頭
を
象
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
ま
た
放
射
状
に
伸
び
て
い
る
葉
は
、
一
対
の
仙

桃
文
と
近
似
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
り
つ
つ
も
葉
脈
の
表
現
が
全
く
異
な
っ
て

い
る
。
仙
桃
文
の
葉
が
中
央
か
ら

枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
筋
が
通
る

網
状
脈
に
対
し
、
霊
芝
文
は
根
元

か
ら
先
端
へ
と
ま
っ
す
ぐ
に
筋
が

伸
び
る
平
行
脈
と
な
っ
て
い
る
。

植
物
を
よ
く
観
察
し
て
制
作
に
反

映
さ
せ
て
い
た
波
山
ら
し
い
細
や

か
な
植
物
表
現
の
違
い
と
も
い
え

よ
う
が
、
筆
者
は
こ
の
植
物
の
形

態
的
特
徴
の
差
異
は
波
山
の
解
釈

が
あ
っ
て
の
表
現
と
考
え
る
。

二
―
二
、
霊
芝
文
に
つ
い
て

　
霊
芝
と
は
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科
の
キ
ノ
コ
で
芝
草
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。『
後
漢
書
』

「
章
帝
記
」
や
『
論
衡
』「
験
符
篇
」
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら

瑞
草
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
神
農
本
草
経
』
で
は
、
青
・
赤
・
黄
・
白
・

黒
・
紫
の
六
種
の
霊
芝
が
あ
る
と
し
「
長
く
食
す
る
と
身
が
軽
く
な
り
、
老
い
ず
、

寿
命
が
延
び
て
神
仙
に
な
る
」
と
さ
れ
る
植
物
で
吉
祥
文
様
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　「
模
様
集
」
第
二
巻
（304
）［
図
20
］
に
は
『
方
氏
墨
譜
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
青
霊

芝
」
を
模
写
し
た
図
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
霊
芝
の
形
態
は
先
端
が
楕
円
の

形
を
し
て
お
り
、
波
山
作
品
に
見
ら
れ
る
霊
芝
と
は
大
き
く
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。

桃
文
が
『
方
氏
墨
譜
』
の
様
式
に
倣
っ
て
い
た
一
方
で
、
霊
芝
文
は
別
の
翻
案
に
依

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
波
山
作
品
に
登
場
す
る
霊
芝
文
は
、
そ
れ
ま
で
の
工
芸
史
に
み
ら
れ
る

伝
統
的
な
霊
芝
の
形
態
と
似
て
い
る
よ
う
で
異
な
る
部
分
が
多
い
。
一
般
に
霊
芝
の

図 20　「模様集」第二巻（304）　出光美術館

図 21　彩磁延壽文花瓶（霊芝文部分）　出光美術館
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さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
こ
れ
に
従
え
ば
火
焔
に
包
ま
れ
た
タ
イ
プ
の
霊
芝
も
説
明
が
つ
く
。
す
で
に

渡
部
誠
一
氏
に
よ
る
指
摘
［
註
15
］
が
あ
る
よ
う
に
、
火
焔
に
包
ま
れ
た
霊
芝
文
は

救
世
観
音
の
光
背
を
ヒ
ン
ト
に
つ
く
ら
れ
た
「
葆
光
彩
磁
細
口
菊
花
帯
模
様
花
瓶
」

［
図
22
］
と
同
様
に
、
救
世
観
音
の
持
物
で
あ
る
火
焔
宝
珠
に
着
想
を
得
て
創
案
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
渡
辺
氏
が
推
察
す
る
よ
う
に
、
東
京
美
術
学
校
彫

刻
科
の
同
期
で
親
友
で
も
あ
っ
た
新
納
忠
之
介
（
一
八
六
九
―
一
九
五
四
）
が
日
本
美

術
院
の
国
宝
修
理
部
門
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
波
山
は
法
隆
寺
調
査
な
ど

の
古
典
研
究
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
波
山
は
法
隆
寺
調
査
を
経
た
の
ち
、
救
世

観
音
の
持
物
で
あ
る
火
炎
宝
珠
（
火
炎
の
如
意
宝
珠
）
に
想
を
得
て
、
火
炎
に
包
ま
れ

た
霊
芝
文
を
創
案
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
葉
脈
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
平
行
脈
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
霊
芝
と
別

　
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
こ
の
霊
芝
が
如
意
頭
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
葉
の
表

現
が
平
行
脈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
吉
祥
図
案
研
究
に
依
拠
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
『
吉
祥
図
案
解
題
』（
野
崎
誠
近
著
、
中
国
土
産
公

司
一
九
二
八
年
初
版
・
平
凡
社
一
九
四
〇
年
再
版
）
を
引
用
し
た
い
［
註
14
］。
同
書
は
波
山

の
蔵
書
と
し
て
も
確
認
さ
れ
る
図
書
で
あ
り
、
波
山
が
参
照
し
た
蓋
然
性
は
極
め
て

高
い
。

　
ま
ず
霊
芝
が
如
意
頭
形
に
な
る
根
拠
だ
が
、『
吉
祥
図
案
解
題
』
に
は
、
霊
芝
と

如
意
と
を
混
淆
す
る
解
釈
が
一
貫
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
は
霊
芝
と
如
意
を
説

明
し
た
箇
所
で
あ
る
。

如
意
は
仏
教
の
伝
来
と
共
に
印
度
よ
り
輸
入
せ
ら
る
（
梵
語
阿
那
律
）。
僧
侶
が

説
教
の
時
の
備
忘
の
た
め
、
其
の
要
点
を
書
き
留
め
て
常
用
せ
し
も
の
な
り
と

云
う
。（
中
略
）
其
の
器
の
働
き
に
因
み
如
意
と
名
付
け
た
る
が
、
道
教
の
隆
盛

と
な
る
に
伴
れ
霊
芝
又
は
祥
雲
を
象
り
て
其
名
と
形
の
吉
祥
な
る
と
よ
り
、
頌

祝
の
品
と
な
す
に
至
れ
る
な
り
。

（
1
平
安
如
意
）

如
意
は
霊
芝
を
象
り
霊
芝
は
又
吉
祥
の
瑞
草
な
る
が
故
に
両
者
は
相
混
淆
す
。

（
23
三
多
九
如
）

　
こ
の
他
に
も
「
2
事
々
如
意
」「
4
万
事
如
意
」「
7
和
合
如
意
」
な
ど
、
吉
祥
図

案
の
解
説
・
付
記
に
は
、
如
意
に
つ
い
て
「
普
通
霊
芝
を
描
き
て
如
意
を
代
表
す
」

や
「
或
い
は
霊
芝
」
と
説
明
す
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
波
山
と
同
時
代
の
吉
祥
図

案
の
解
釈
で
は
、
霊
芝
と
如
意
と
が
混
淆
さ
れ
、
延
壽
文
も
そ
の
理
解
で
表
現
が
な

図 22　葆光彩磁細口菊花帯模様花瓶　出光美術館
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に
吉
祥
図
案
と
し
て
霊
芝
と
の
組
み
合
わ
せ
に
あ
る
植
物
、
具
体
的
に
は
竹
の
葉
の

形
態
的
特
徴
に
取
材
を
し
て
文
様
に
活
か
し
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
そ
の
背
景

に
は
「
群
芳
祝
寿
」
や
「
芝
仙
祝
寿
」「
天
仙
寿
芝
」
な
ど
、
霊
芝
と
タ
ケ
類
の
植

物
を
一
組
と
す
る
図
案
を
参
考
に
し
、
仙
桃
文
と
表
裏
の
一
対
と
な
る
図
案
を
作
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
［
註
16
］。

　『
吉
祥
図
案
解
題
』
の
初
版
が
昭
和
三
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
波
山
が
本
書
の
す

べ
て
に
影
響
を
受
け
て
図
案
を
生
み
出
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
同
様
の

解
釈
が
波
山
作
品
の
文
様
意
匠
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
霊
芝
も
古
く
か
ら
工
芸
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
吉
祥
文
様
で
あ
る

が
、
先
述
の
通
り
霊
芝
は
芝
草
、
瑞
草
と
も
称
さ
れ
る
仙
薬
の
一
種
と
し
て
扱
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
性
質
か
ら
西
王
母
と
繋
が
る
植
物
文
様
と
し
て
表
現
さ
れ
て
き
た
。

波
山
は
そ
れ
を
知
っ
て
仙
桃
文
と
の
一
対
に
仕
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
西
王
母
と
霊
芝
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
図
像
は
、
漢
代
の
画
像
石
に
ま
で
遡
る
。

西
王
母
が
描
か
れ
て
い
る
漢
代
の
画
像
石
を
見
る
と
、
西
王
母
の
周
囲
に
は
、
不
死

の
薬
を
調
合
す
る
兎
の
ほ
か
に
、
霊
芝
を
捧
げ
持
ち
献
上
す
る
従
者
や
羽
人
の
姿

が
認
め
ら
れ
る
。
波
山
の
蔵
書
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』

（
大
村
西
崖
著
、
仏
書
刊
行
会
図
像
部
、
一
九
一
五
年
）
に
は
、
同
様
の
西
王
母
の
図
版
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
［
図
23
］、
本
書
の
本
文
に
霊
芝
を
献
上
し
て
い
る
と
す
る
説

明
は
な
い
も
の
の
、
波
山
が
こ
の
種
の
図
像
を
見
て
そ
の
よ
う
に
認
知
し
て
い
た
可

能
性
は
高
い
。

　
こ
れ
ら
漢
代
の
画
像
石
な
ど
、
中
国
の
古
美
術
を
研
究
し
参
考
と
す
る
こ
と
は
、

波
山
の
み
な
ら
ず
同
時
代
の
日
本
画
家
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
［
註
17
］、
こ
の

よ
う
な
古
典
学
習
は
当
時
活
躍
し
た
作
家
た
ち
の
、
延
い
て
は
美
術
界
の
志
向
で
あ

っ
た
。
波
山
が
漢
時
代
の
美
術
あ
る
い
は
文
様
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
作
品
か
ら

の
吉
祥
植
物
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
読
み
解
け
る
。

　『
吉
祥
図
案
解
題
』
に
お
い
て
霊
芝
と
別
の
植
物
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
吉
祥
文

と
す
る
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

2
　
事
々
如
意
　
柿
二
個
（
或
は
唐
獅
子
二
頭
）
と
如
意
（
普
通
霊
芝
を
描
き
て
如

意
を
代
表
す
）
の
図

3
　
百
事
如
意
　
百
合
の
花
（
或
は
百
合
根
）、
柿
（
或
は
唐
獅
子
）
及
び
霊
芝
の
図

4
　
万
事
如
意
（
万
年
如
意
）　
万
年
青
と
霊
芝
（
或
は
卍
字
と
如
意
）
の
図

5
　
新
韶
如
意
　
花
瓶
に
山
茶
花
、
松
、
梅
等
を
挿
し
、
旁
に
霊
芝
、
柿
、
百

合
根
を
配
す
る
図

7
　
和
合
如
意
　
盒
子
（
ふ
た
も
の
）、
荷
花
（
蓮
の
花
）
及
び
如
意
（
或
は
霊
芝
）

を
取
合
は
せ
た
る
図

52
　
群
芳
祝
寿
　
桃
、
長
春
花
、
霊
芝
及
び
翠
竹
の
図

53
　
芝
仙
祝
寿
　
霊
芝
、
水
仙
、
竹
及
び
寿
石
（
或
は
桃
）
の
図

56
　
天
仙
寿
芝
　
天
竹
、
水
仙
、
霊
芝
及
び
寿
石
の
図

57
　
仙
壺
集
慶
（
仙
壺
淑
景
）　
花
瓶
に
松
、
霊
芝
、
水
仙
を
挿
し
、
傍
に
吉
祥

の
雑
草
及
び

116
　
伶
俐
不
如
痴
　
菱
、
茘
枝
、
及
び
霊
芝
の
図

146
　
君
子
之
交
（
芝
蘭
之
交
）（
芝
蘭
競
秀
）　
霊
芝
と
蘭
花
の
図
又
は
竹
と
蘭
の
図

　
こ
こ
で
霊
芝
（
あ
る
い
は
如
意
）
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
植
物
は
、
柿
、
百
合

（
百
合
根
）、
万
年
青
、
山
茶
花
、
松
、
梅
、
蓮
花
、
桃
、
長
春
花
（
薔
薇
）、
竹
、
水

仙
、
菱
、
茘
枝
（
ラ
イ
チ
）、
蘭
が
挙
げ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
波
山
は
霊
芝
の
葉
と
い

う
空
想
の
表
現
を
構
想
し
た
と
き
、
あ
る
種
の
整
合
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
す
で
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麻
姑
献
寿
が
想
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。

　
麻
姑
と
は
、
道
教
に
お
け
る
八
洞
神
仙
の
一
柱
で
、
そ
の
容
姿
は
若
く
て
美
し
く
、

鳥
の
よ
う
に
長
い
爪
を
し
て
い
る
（『
神
仙
伝
』「
麻
姑
」）。
彼
女
は
長
寿
の
象
徴
で
も

あ
り
、
西
王
母
の
誕
生
祝
い
の
際
に
は
、
麻
姑
が
霊
芝
を
醸
し
た
美
酒
を
贈
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
麻
姑
献
寿
で
あ
る
。

　
麻
姑
が
籠
や
薬
草
を
捧
げ
持
っ
た
立
ち
姿
で
描
か
れ
る
麻
姑
献
寿
は
古
く
か
ら
描

か
れ
て
き
た
画
題
で
、
波
山
の
時
代
に
あ
っ
て
も
絵
画
主
題
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
東
京
勧
業
博
覧
会
に
は
、
橋
本

雅
邦
・
梶
田
半
古
に
師
事
を
し
た
島
内
松
南
（
一
八
八
一
─
一
九
六
二
）
に
よ
る
「
麻

姑
図
」［
図
26
］
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
同
作
は
同
年
発
行
さ
れ
た
『
美
術
画
報
』（
第

三
十
四
編
巻
五
）
に
図
版
付
き
で
紹
介
さ
れ
「
佳
作
の
一
な
り
」
と
の
評
価
を
得
て
い

る
。「
麻
姑
図
」
に
描
か
れ
る
麻
姑
の
左
手
に
は
霊
芝
が
握
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
女

性
が
麻
姑
で
あ
る
と
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
、「
彩
磁
延
壽
文
花
瓶
」
の
短
い
頸
部
に
は
、
渦
を
巻
い

た
雲
気
文
が
唐
草
の
よ
う
に
伸
び
る
文
様
が
あ
る
が
［
図
24
］、
こ
れ
は
漢
時
代
の
工

芸
品
に
散
見
さ
れ
る
雲
気
唐
草
文
を
基
に
し
た
従
属
文
様
で
あ
ろ
う
［
図
25–

1
・
2
］。

こ
の
雲
気
唐
草
文
は
必
ず
し
も
延
壽
文
と
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
定
型
文
様
と
は
な

っ
て
い
な
い
も
の
の
、『
漢
武
帝
内
伝
』『
漢
武
故
事
』
な
ど
の
物
語
に
見
ら
れ
る
西

王
母
と
武
帝
の
時
代
を
想
起
さ
せ
る
。

　
ま
た
漢
代
画
像
石
の
他
に
も
西
王
母
と
の
関
連
と
し
て
は
、
そ
の
文
様
意
匠
か
ら

上　図 25–1　鍍金銀雲気文獣環耳有蓋碗
中国　漢時代　出光美術館

下　図 25–2　鍍金銀雲気文獣環耳有蓋碗（部分）

上　図 23　「西王母」『支那美術史彫塑篇』より
下　図 24　彩磁延壽文花瓶（頸部分）　出光美術館
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だ
ろ
う
か
。

　
青
海
波
文
の
示
す
波
や
海
が
西
王
母
と
繋
が
る
モ
チ
ー
フ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

主
題
と
し
て
は
「
瑶
池
」
そ
し
て
「
瑶
池
集
慶
」「
八
仙
過
海
」
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　
瑶
池
と
は
西
方
の
崑
崙
山
の
上
に
あ
る
玉
を
産
す
る
池
で
西
王
母
が
鎮
座
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。『
穆
天
子
伝
』
で
は
、
周
の
穆
王
が
西
に
巡
符
し
、
西
王
母
と
出
会

い
酒
宴
を
催
す
の
が
こ
の
瑶
池
と
さ
れ
、
西
王
母
の
誕
生
祝
い
で
あ
る
蟠
桃
会
が
催

さ
れ
た
際
に
、
招
か
れ
た
神
仙
が
集
う
「
瑶
池
集
慶
」
の
場
所
で
も
あ
る
。
そ
し
て

八
仙
人
が
揃
っ
て
蟠
桃
会
に
向
か
う
た
め
瑶
池
を
渡
る
の
が
「
八
仙
過
海
」
で
あ
る
。

　『
吉
祥
図
案
解
題
』
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

59
　
瑶
池
集
慶
　
群
仙
、
西
王
母
に
そ
の
誕
生
を
祝
す
る
図

西
王
母
一
名
金
母
、
居
於
崑
崙
之
圃
、
閬
風
之
苑
、
瑶
池
金
闕
、
周
穆
主
御
八

駿
、
持
白
珪
重
錦
、
為
王
母
寿
。

西
王
母
は
一
名
金
母
、
崑
崙
の
圃
の
閬
風
の
苑
に
住
み
て
、
瑶
池
金
闕
の
贅
を

極
め
た
り
。
周
の
穆
王
が
八
駿
に
御の

り
て
天
下
を
周
遊
せ
し
時
も
、
白
珪
重
錦

を
賜
つ
て
王
母
の
幸
福
を
祈
り
ぬ
。

と
あ
り
。
西
華
至
妙
の
気
化
し
て
生
ま
れ
た
る
に
て
東
華
至
真
の
気
の
化
し
て

生
ま
れ
た
る
東
王
公
と
、
倶
に
二
気
を
共
理
し
、
天
地
を
育
養
し
、
万
物
を
陶

釣
し
、
天
上
天
下
三
界
十
方
の
女
子
の
登
仙
す
る
も
の
、
得
道
す
る
も
の
、
皆

之
に
隷
属
す
と
云
ふ
女
仙
の
首
領
に
し
て
、
瑶
池
は
其
の
居
所
な
り
。

48
　
八
仙
過
海
　
八
仙
人
が
仙
槎
に
乗
り
海
を
渡
る
図

八
仙
人
打
揃
う
て
西
王
母
の
誕
生
祝
に
瑶
池
へ
渡
る
図
に
し
て
、
西
王
母
の
居

所
崑
崙
の
下
は
洪
涛
万
丈
、
飇
車
羽
輪
に
あ
ら
ざ
れ
ば
達
す
る
能
わ
ざ
る
仙
境

な
る
を
、
八
仙
人
は
談
笑
の
裡
に
乗
り
越
え
て
往
く
な
り
。
仙
槎
は
仙
人
の
乗

　
第
三
回
東
京
勧
業

博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
大
正
二
年
は
、
波

山
が
東
京
高
等
工
芸

学
校
の
嘱
託
を
辞
任

し
（
七
月
）、
以
降
は

制
作
に
専
念
す
る
よ

う
に
な
っ
た
年
で
、

ま
た
東
京
府
工
芸
展

覧
会
に
「
彩
磁
花
鳥

文
花
瓶
」
を
出
品
し
、

東
京
府
に
八
〇
〇
円
で
買
い
上
げ
に
な
っ
た
な
ど
高
揚
期
に
あ
た
る
。
波
山
が
島
内

作
の
「
麻
姑
図
」
を
実
見
し
た
か
は
不
明
な
が
ら
も
、『
美
術
画
報
』
に
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
主
題
は
広
く
認
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
波
山
の
作
品
に
麻
姑
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
霊
芝
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
不
思
議
は
な
い
。
ま

た
前
出
の
『
吉
祥
図
案
解
題
』
に
も
麻
姑
献
寿
の
吉
祥
図
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
図
に
も
麻
姑
が
捧
げ
持
つ
籠
の
中
に
霊
芝
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
、
霊
芝
は
西
王
母
と
、
さ
ら
に
は
西
王
母
に
関
連
す
る
麻
姑
献
寿
に
繋
が
る

モ
チ
ー
フ
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
る
。

二
―
三
、
青
海
波
文
に
つ
い
て

　
波
を
意
匠
化
し
た
青
海
波
文
も
工
芸
で
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
連
続
文
様
で
あ

る
が
、
前
節
の
ふ
た
つ
で
見
た
通
り
、
仙
桃
・
霊
芝
が
西
王
母
を
想
起
さ
せ
る
モ
チ

ー
フ
で
あ
れ
ば
、
青
海
波
文
も
西
王
母
に
繋
が
る
文
様
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

図 26　「麻姑図」『美術画報』（三十四編巻五）より



出
光
美
術
館
研
究
紀
要

　第
二
十
八
号
（
二
〇
二
二
年
度
）

212

知
れ
な
い
。

　
波
山
自
身
「
思
想
は
あ
り
ま
せ
ん
」［
註
18
］
と
謙
遜
し
語
る
も
の
の
、
延
壽
文
を

構
成
す
る
仙
桃
・
霊
芝
そ
し
て
青
海
波
文
を
詳
細
に
見
れ
ば
、
そ
の
西
王
母
の
神
仙

思
想
が
古
美
術
、
図
案
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た
深
遠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
鎮
魂
や
長
寿
と
い
っ
た
、
人
々
に
寄

り
添
い
、
幸
せ
を
願
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。
延
壽
文
は
「
波
山
の
思
想
」
が
横
溢
し

た
、
陶
芸
家
・
板
谷
波
山
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
様
と
い
え
よ
う
。

註
1
�
柏
木
麻
里
「
板
谷
波
山
の
植
物
意
匠
に
お
け
る
「
生
命
」
の
表
象
─
波
山
芸
術
の
「
原
型
」

誕
生
期
を
さ
ぐ
る
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
十
八
号
、
二
〇
一
三
年
）
三
二
頁
。

註
2
�
展
覧
会
図
録
『
生
誕
一
五
〇
年
　
板
谷
波
山
─
時
空
を
超
え
た
新
た
な
る
陶
芸
の
世
界
』

（
出
光
美
術
館
、
二
〇
二
二
年
）
九
八
頁
。

註
3
�
前
掲
註
1
、
三
一
頁
。

註
4
�
荒
川
正
明
『
板
谷
波
山
の
生
涯
─
珠
玉
の
陶
芸
─
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

註
5
�
前
掲
註
4
、
一
〇
八
頁
。
荒
川
正
明
「
板
谷
波
山
に
お
け
る
大
正
時
代
中
期
の
作
風
展
開

─
「
第
三
回
波
山
会
」
出
品
作
を
中
心
と
し
て
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、

二
〇
〇
六
年
）。

註
6
�
前
掲
註
2
、
用
語
解
説
、
二
〇
七
頁
。

註
7
�
荒
川
正
明
「
波
山
芸
術
の
様
式
展
開
」（
展
覧
会
図
録
『
板
谷
波
山
』
出
光
美
術
館
、
一

九
九
四
年
）
一
三
頁
。

註
8
�
前
掲
註
1
、
四
七
頁
。

註
9
�
前
掲
註
4
、
一
七
二
頁
。

註
10
�
出
光
美
術
館
所
蔵
「
天
目
茶
碗
　
銘 

命
乞
い
」
に
代
表
さ
れ
る
「
命
乞
い
」
銘
の
あ
る
箱

書
は
、
作
品
を
譲
り
受
け
た
出
光
佐
三
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
箱
書
に
は
波
山
は
自
身
の
芸

術
的
良
心
に
反
す
る
作
品
に
は
箱
書
を
自
筆
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

註
11
�
古
田
亮
「
岡
倉
天
心
の
美
術
思
想
」（
展
覧
会
図
録
『
芸
術
教
育
の
歩
み
　
岡
倉
天
心
』

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

註
12
�
王
秀
文
「
桃
の
民
族
誌
─
そ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
一
）（『
日
本
研
究
：
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
十
七
巻
、
一
九
九
八
年
）。

る
い
か
だ
。

　
崑
崙
山
の
瑶
池
、
ま
た
そ
の
瑶
池
へ
と
談
笑
し
つ
つ
軽
々
と
海
を
渡
る
八
仙
人
の

形
象
は
、
こ
う
し
て
青
海
波
文
と
な
り
西
王
母
の
仙
桃
文
・
霊
芝
文
と
結
び
つ
く
。

延
壽
文
の
周
囲
を
充
填
す
る
文
様
が
青
海
波
文
で
定
着
し
た
背
景
、
つ
ま
り
波
山
の

構
想
と
し
て
は
、
瑶
池
を
め
ぐ
る
「
瑶
池
集
慶
」「
八
仙
過
海
」
な
ど
の
吉
祥
図
案

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
ま
と
め

　
延
壽
文
は
西
王
母
の
神
仙
思
想
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
を
板
谷
波
山
が
翻
案
し
て

生
み
出
し
た
意
匠
で
あ
る
。
本
論
考
で
は
こ
の
延
壽
文
を
、
波
山
を
表
象
す
る
文
様

で
あ
る
と
捉
え
直
し
、
延
壽
文
の
成
立
す
る
展
開
を
通
覧
し
た
。
す
な
わ
ち
、
延
壽

文
は
波
山
が
完
成
期
に
入
っ
た
の
ち
の
大
正
十
年
頃
に
作
品
名
称
と
し
て
現
れ
は
じ

め
、
昭
和
の
円
熟
期
に
入
る
に
従
っ
て
定
型
化
し
た
こ
と
を
言
及
し
た
。

　
ま
た
西
王
母
の
形
象
と
し
て
の
仙
桃
・
霊
芝
・
青
海
波
文
の
翻
案
お
よ
び
図
像
解

釈
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
波
山
が
ど
の
よ
う
な
典
拠
か
ら
意
匠
を
翻
案
し
た
か
一
考

を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
様
が
西
王
母
に
起
因
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
さ
て
、
波
山
は
そ
れ
ま
で
の
職
人
に
よ
る
仕
事
で
あ
っ
た
陶
磁
を
芸
術
へ
と
転
換

さ
せ
た
近
代
的
な
陶
芸
作
家
の
嚆
矢
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
活
動
に
あ

っ
て
、
自
ら
の
芸
術
理
論
や
作
品
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
は
少
な
い
。
こ
の
延
壽
文

に
つ
い
て
も
、
波
山
の
言
葉
に
よ
る
記
録
は
う
か
が
え
な
い
。
自
ら
の
作
品
や
そ
の

芸
術
理
論
に
つ
い
て
声
高
に
主
張
を
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
作
品
の
存
在
そ
の
も
の
で

答
え
る
自
負
を
も
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
芸
術
を
語
る
こ
と
は
煩
雑
で
あ
っ
た
の
か
も
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匠
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謝
辞
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本
論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
敦
井
美
術
館
、
廣
澤
美
術
館
の
両
館
よ
り
、
画
像
の
提

供
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註
13
�
若
林
歩
「
西
王
母
と
桃
の
関
係
性
─
不
死
の
薬
と
仙
桃
・
蟠
桃
─
」（『
国
文
目
白
』
五
十

一
号
、
二
〇
一
二
年
）。

註
14
�
野
崎
誠
近
『
吉
祥
図
案
解
題
─
支
那
風
俗
の
一
研
究
』（
中
国
土
産
公
司
一
九
二
八
年
初

版
・
平
凡
社
一
九
四
〇
年
再
版
）
か
ら
引
用
。
な
お
、
吉
祥
図
案
の
主
題
に
つ
く
ア
ラ
ビ

ア
数
字
は
同
書
に
お
け
る
番
号
。

註
15
�
渡
辺
誠
一
コ
ラ
ム
「
炎
の
吉
祥
文
様
　
板
谷
波
山
の
延
年
紋
様
に
つ
い
て
」（『C

era

・Pa

』

十
一
号
、
二
〇
一
四
年
）。

註
16
�
生
物
学
の
定
義
で
は
タ
ケ
亜
科
に
分
類
さ
れ
る
竹
は
厳
密
に
は
平
行
脈
の
葉
で
は
な
い
。

平
行
脈
の
葉
の
卑
近
な
植
物
と
し
て
は
笹
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
美
術
工
芸
の
文
様

と
し
て
、
平
行
脈
の
葉
の
形
象
を
竹
・
笹
と
し
て
述
べ
た
い
。

註
17
�
例
え
ば
安
田
靫
彦
（
一
八
八
四
─
一
九
七
八
）
は
、
漢
時
代
か
ら
唐
・
宋
時
代
に
い
た
る

い
わ
ゆ
る
鑑
賞
陶
器
を
中
心
に
数
々
の
骨
董
品
を
所
有
し
、
そ
れ
ら
古
物
を
自
身
の
作
品

制
作
に
活
か
し
て
い
る
。
佐
藤
有
紗
「
安
田
靫
彦
に
お
け
る
古
陶
磁
愛
玩
─
岡
田
美
術
館

蔵
「
加
彩
楽
舞
俑
」
を
一
例
と
し
て
」（『
造
形
の
ポ
エ
テ
ィ
カ
─
日
本
美
術
史
を
巡
る
新

た
な
地
平
』
青
簡
舎
、
二
〇
二
一
年
）。

註
18
�
地
元
下
館
の
文
化
運
動
に
努
め
た
中
村
兵
衛
左
衛
門
が
刊
行
し
た
『
板
谷
波
山
・
陶
芸
一

筋
に
生
き
る
』（
筑
波
書
林
、
一
九
八
〇
年
）
で
、
波
山
は
同
郷
の
版
画
家
・
飯
野
農
夫

也
に
「
私
の
陶
器
に
は
、
残
念
な
が
ら
思
想
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い
る
。

［
図
版
出
典
］

図
7
・
10
・
12
　
明
方
于
魯
撰
『
方
氏
墨
譜
』
六
巻
［
三
］、
万
暦
十
一
年
序
刊
（
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/2592387

）、
二
〇
二
三
年
一
月

三
十
一
日
閲
覧
）。

図
15
　
明
方
于
魯
撰
『
方
氏
墨
譜
』
六
巻
［
一
］、
万
暦
十
一
年
序
刊
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/2592385

）、
二
〇
二
三
年
一
月
三
十
一
日

閲
覧
）。

図
20
　
大
村
西
崖
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
　
附
図
』（
仏
書
刊
行
会
図
像
部
、
一
九
一
五
年
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/954632

）、
二
〇
二

三
年
一
月
三
十
一
日
閲
覧
）。

図
23
　『
美
術
画
報
』
第
三
十
四
巻
五
号
、
一
九
一
三
年
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/1898233

）、
二
〇
二
三
年
一
月
三
十
一
日
閲
覧
）。
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Itaya Hazan’s Decorative Animal and Plant Motifs
— On the Adaptation of Enju-mon and Kisshō Patterns

  TAKAGI, Daisuke

 Itaya Hazan (1872–1963) is a leading figure of modern ceramics who, on the one hand, 
adopted the latest artistic styles at the time such as Art Nouveau and, on the other, closely studied 
ancient ceramics and artworks of various regions including that of Japan, China, and even the Middle 
East, infusing them into his own works.  Such practices can be observed from the designs seen in his 
works and further, from Sobyō-shū (Collection of Sketches) and sherds discovered from kiln excavation 
research.  Many studies to this day continue to provide insights on Hazan’s wealth of knowledge.
 This study aims to contribute to preceding research from the perspective of iconography.  
Specifically, of his animal and plant designs, this study focuses on kisshō (good luck) pattern ideas that 
Hazan named "enju-mon" (pattern for wishing long life) and provides an analysis. Enju-mon is the name 
Hazan gave to his works in his wish for people’s bliss.  The design is based on the visual formula of 
placing peach spray and auspicious flowers as the main motifs and filling its surroundings with seigaiha 
sea wave pattern of concentric arcs.  By chronologically organizing Hazan’s works, it becomes apparent 
that peach sprays and auspicious flowers were paired as a single standard pattern and that this was later 
defined as "enju-mon."  Past research had made literal interpretations of "enju-mon" as kissho pattern 
ideas wishing for long life.  However, deciphering its meaning based on the combination of peach spray, 
auspicious flowers, and the sea wave patterns, the image of "Seiōbo no Bantō-e (Peach Festival of the 
Queen Mother of the West)" arises.  This study proves that rather than superficially appropriating the 
designs of antique ceramics, Hazan imbued meaning to the motifs and engaged in ceramic-making with 
a special feeling.
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